
テーマ　「市民がスポーツや健康づくりに親しむ身近な環境づくり」 	

•  〈前半〉　テーマに関して市民目線から見た現状と課題	

　グループ１（前半の議論の詳細） 

今日の説明で「検討中」「今後検証」
のものはいつまでにやるの？	  

今日の説明で「まだ検討中」とか「今後検
証する必要がある」としたものについて

は、いつまでにやるのか	  

方向性とかを次回できれば出してもらい
たい	  

広告にお金を使うのは限度があるの
で、人を介して広める方が効果的	  

広告にお金を使うのは限界がある	  

人を介して広めていくのが効果的	  

町内会と連携。スポーツ組織や企業との
連携なども考える	  

町内会とか	  
　スポーツ組織、企業・・・	  

スポーツ大会などのお知らせがたくさ
んの人に届かない	  

。スポーツ大会などのお知らせが不特定
多数の人に届かない	  

折角良いことをやっているのに多くの人
に伝わっていない	  

区役所などにはたくさん置いてあるが、
手に取らないことが多い	  

小中高大とか、みんなが行
くスーパーとかそういう所に

もチラシなどを配ると良い	  

健康づくりセンターに頑張って行った
のに、キツい言葉を言われるとちょっ
とやる気がそげる	  

健康づくりセンターに人間ドックの結果を
持って行ったら、指導してくれた方の対

応がきつく、（厳しい言葉を言われ、）や
る気が削がれてしまった。	  

健康づくりセンターや区体育館の	  
　　　利用時間をもう少し遅くまで・・・	  

健康づくりセンターや区体育館の利用時間
をもう少し遅くまでにしてもらえないか。	  

平日夜は仕事が終わってから行けない	  

サマータイムなども設けても良いのでは？
夏は早く始める	  

平日の仕事帰りにも行けるように	  

健康づくりセンターのことは今回初めて
知った	  

健康づくりセンターが各区にあると良いと
思う。利用したい。	  

広報札幌に載っている、健康づくりセンターに
あるメニューの定員が少なくて行ける気がし
ない　料金も高い	  

「体力測定」＋「メニュー作成のコツ」	  
５名じゃ少ないのでは？	  
2500円というのも高いのでは？	  

民間の価格も、もう少し市場調査するべき
では？民間のマーケティング手法ももっと

学ぶべき	  

役所がやりすぎると民業圧迫にならない
か？	  

民間のマーケティング手法にもっと学ぶべき	

できれば各区	  
にあると良い	

身近に利用できる施設があると良い	

交通費助成があれば医療費削減にもつながる？	

施設に通う交通費もかかる	  

高齢者は市民プールも割引価格になり、助かる
が、そこに行くまでの交通費は結構かかる	  

医療費の削減にもつながるので、健康づくりや
スポーツ活動に向かうための交通費助成がある

と良いのでは	  

でも、歩いて行けば運動にもなる？	  
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•  〈前半〉　テーマに関して市民目線から見た現状と課題	

　グループ２（前半の議論の詳細） 

運動する機会や場が少ない	  

仕事を持っている人が参加しやすい健康
づくり講座を増やして欲しい	  

運動をする機会・場所が少ない	  

特に若い人には「健康づくり」と
いう意識があまり無い	  

“健康づくり”という意識があまり無い	  

運動していない人の掘り起こし策や、
病院からのアプローチも必要	  

運動していない人を掘り起こすような施
策があるのかは？	  

病院の方などからも予防的なアプローチ
がもっとあっても良いのでは	  

子どもたちがもっと安心して参加で
きるように情報を届ける工夫が必要	  

子どもが安心して参加できる仕組みが
もっと沢山あっても良いし、必要な子ども

にも情報が届くように工夫しては。	  

１人では運動しにくい	  

運動できる施設や環境がある	  

健康づくりセンター、体育館などスポーツをや
る意思のある人にとっては環境が整っている

と思う。	  

公園の遊具	  
　桑園競馬場では子どもが大勢集まる	  

屋外（特に冬期）に手軽に取り組めるス
ポーツ環境が欲しい	  

身近な環境、近くに施設が多くある。	  
プール、サイクリングロードなど	  

運動するきっかけとなるような取組
が必要	  

世代を超えた運動の機会があれば・・・	  
地域の運動会など	  

若い人	  
　→婚活と合コン？結びつけるとか！？	  
　　 サークル作るとか！？	  

銭湯などをウォーキング、ランニングなど
のスポーツ拠点にできないか？	  

身近に健康づくりの取組を行ってい
る団体がある	  

夏休み中の朝ラジオ体操　近くの公園	  
大通公園に行く人もいた	  
町内会の取組か	  
市はどんな対応をしているのか？	  
世話をする人	  

市民の取組が続けられるように、予算な
どで支援が必要では	  

清田でのウォーキングの参加者は平均
的に30〜40名の高齢者が参加。身体・

肉体面においても大なるもある	  
新人も参加の兆しある	  

清田HI遊会	  
ウォーキング、歩くスキー、庭見学コース

など	  

使いやすい料金になって
いるか？	  

身近な環境　利用しやすい料金	  
体育館、プール、テニス	  
子どもが、若者が	  

運動すると、仲間ができる	

楽しく気軽に	
出来る事が大切	

参加しやすい	  
工夫も必要	

ウォーキングマップのコースが整備されて
いない場合もある	  

市や区でウォーキングマップなど提示され
ているが、整備があまりなされていない面

もある	  

取組を行っている団体が継続するた
めの支援が必要	  

１人では運動しにくい	  

会話が生まれて、体も心も健康
になる！	

「仲間と楽しく体を動かすと、体も心
も健康になる！」というPRを、もっと
していくと良い	  
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•  〈前半〉　テーマに関して市民目線から見た現状と課題	

　グループ３（前半の議論の詳細） 

自分のきっかけは子どもの習い事を見て
いて、一緒にやってみたくなった	  

スポーツ事業は昼だけではなく、夜に実
施できないか	  

インターネットで市又は区に登録してお
けば色々な案内を送ってくれる	  

どこかの市で実施しているように何かに
参加するとポイントが加算される方法は

良いと思う	  

情報（SNS、アプリ）	  
紙は持たない	  

情報量が少ない。認識に個人差が
あるため、アプローチが足りないの

では？	  

お金があれば、まずは病院に行くの
ではないか	  

スポーツ開催の際、対象者を年代別に
分けてみると良いのではないか？	  

区の体育館のファミリー開放を利用しています。いつも多くの人が
いるのですが、時々何かの大会とかで使えないので少し不満です	  

運動が「できない」「してない」方の理由に着目した支援が必要ではないか！	

子育て世帯（乳幼児〜小学校）が「楽しく」「ポジティブに」運動できる！（実感でき
る）ような機会がもっと必要（継続性、定期性、癖付け）	

健康づくりの前提として、医療的支援が受けられない人への対応の充実	

意識づくり、モチベーション、気持ちの余裕をどう作るかが大切である	  
　　（お金、残業、スポーツができないという思い込み）	

健康づくりに関する情報の受け手が受けとりやすい工夫があるとよい	  
　　例）アプリ・SNSなど若手向け、広報・回覧・TVなど高齢者向け	  
　　例）ゲームに組み込む、ココに行けばわかるという窓口	  
　　例）興味ある情報がくる	  

一緒に参加できる仲間がいるとよい（１人では参加しにくい、続かない）	  
　　例）マンション単位・自治会単位で参加、同世代・同テーマで参加	  
　　例）時間帯の工夫（夜）→夜はポイント２倍	

登録制度（情報が送られる）やポイント制度があるとよい	

お金、時間がない	  
ナイナイづくしではなく、スポーツをすると

「お金になる」になると興味が向上するの
では？	  

時間、お金、気持ち	  
色んな意味で余裕が無い	  

体の一部が痛いだけで運動できないと
思い込んでる	  

乳幼児がいると実際時間が取れない	  

昼間に乳幼児がいても、運動できる施設
が欲しい	  

土日、平日は夜遅くまで働いている主人
の健康的なサポートをしてあげるには？	  

普通の平和な家庭の人向けのサービス
しかないため、ほぼ市のサービスは利用

できない	  

スポーツ施設はほぼ夜中に利用できな
い	  

若い世代としては仕事上の残業が多い
ため、中小企業の見直しも必要ではない

のか！？（時間）	  

すでに運動している方はOK！	  
①運動したくてもできない	  
②運動に興味ない、やりたくない	  
③運動ができないと思い込み	  

乳幼児がいるママさん、パパさんが運動できない	  

帰りが遅い方がスポーツできる環境がもっと必要（整ってない）	  

自分で工夫している	

腰が痛いから	  
　　　どうせできない	

理由はいろいろある	

→適切な指導　健康センターが良い	  

時間	  
お金	

民間の仕組み	

現状	   課題	  

レクリエーション、ス
トレス発散で運動し

て、結果的に健康に	  

会社の働き
方の仕組み	
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•  〈前半〉　テーマに関して市民目線から見た現状と課題	

　グループ４（前半の議論の詳細） 

子どもの遊び場が少なくなってる	  
お金がかかると長
続きしない・・・	

学校によっては開放も？	

公園の近隣に民家があり、球技が出来
ないため、小学生が遊べなく運動不足？	  

子どもが遊びづらい環境になっている
→顔が見えない	  

（広い公園など）	  
近場に良いスペースがない	  

マンション化が進み、遊ぶ所減っている。	  
適度な大きさの公園など	  

歩いていける所に適当なのが無い	  

近くにスポーツ施設があっても利用
にお金がかかる	  

お金がかかる。近くに有っても。	  

フェンス作るだ
けでも遊びの
環境は変わる	

学校のグラウンドで
遊べない（時間外）	

管理できない？	

→ケガの心配や防犯	

町内会など小さな単位でのイベント
情報が伝わらない	  

町内会の活動が活発でない感じがしま
す。何をしているか分からない！	  

町内会が回覧板で伝えるだけなので、小
さな町内会の中でのコミュニケーション不

足。ご近所同士のお付き合い。	  

日常の運動を支える施設・情報の充実	  

ランニング、ウォーキング、サイクリングコース
の充実	  

シャワースペース、更衣室など
の施設	  
　　→案内があると良い！	  
　　　（掲示板やパンフ）	  

情報を得られないと参加は出来ない	  

どこで何を行っているかよく分からない。
自分でみつけて行くのでしょうか。	  

事業者に	  
提供してもらうなど	

関心が無いと	  
情報を取りにいかない	

地下鉄ポスターなど	

ポイント制度など	  
ウマミがあると意識変わる	  

自転車など身近に取り組める	  
　　　　　　　　　環境の整備が必要！	  

自転車の活用（冬は歩く？）	  

楽しい！ヤセル！	  

自転車道や	  
ルールの整備	  

歩道を走られると	  
　　　　　　　　コワい	

スポーツイベントは自分ごとではない	  

札幌市でのスポーツイベントなどがある
が、他人事で自分事になかなかならない。	  

冬季のイベントが行われる周辺の人は
参加するだろうが、末端の人たちには

知っていただけてるのだろうか？	  

各区のイベントに	  
区内の人は出ている？	  

駅から離れている人など・・・	  
（周縁部）	

周縁部も	  

具体的な方法を示した方が良い（自転車）	  

参加できる	  
　　内容ではない・・・	

もっと気軽に参加できると◎	  
（「イベント」はカタい）	  

自分の健康状態を把握できる	  
　　　　　　　　仕組みがあると良い！	  

健康パスポートのような制度が
あると良い	  
病院に行けない人向けに血圧
などを計れるサテライト施設が
あると良い	  
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